中映協セミナー報告
中映協　セミナー委員会
㈱CTV　MID ENJIN　織田忠士
テーマ
：「音の演出」
講師
：CTV　MID ENJIN　安藤正道　山内敦　日比野正吾　
日時
：2015年7月16日　午後3時～5時
場所
：中京テレビ放送　北館第一会議室
参加者
：５６名
台風11号が接近し荒天のなか、多くの会社の方に参加していただきました。セミナーの内容は、１部がサラウンド録音体感、２部が３Dサラウンド視聴、３部が音楽著作権についてで、途中休憩を10分入れたものの、2時間という長時間のセミナーとなりました。
サラウンド録音では、全ての参加者に体感していただくため、4種類のサラウンドマイクを使って街録することを行いました。参加者はヘッドフォンを付け実際に録音し、その音がサラウンドシステムでどのように聞こえるのかを体感しました。ほとんどの参加者の方が、興味深そうに録音している姿が印象的でした。
３Dサラウンドでは、「THE ICE」「OSU Zeep Live」のコンテンツを３Dサラウンド用に音を編集し、会場に5.1chサラウンドシステムに4個のスピーカーを天井近くに設置して視聴して頂きました。9個のスピーカーから流れる音は臨場感に溢れ、Live会場にいるかのような擬似体験が出来たのではないかと思います。
音楽著作権については、昨今いろいろと動きもあり、知識がないと制作費にも影響することから、著作権の説明と、音楽権利を管理する団体の現状を報告いたしました。
反省点としては、サラウンド録音体感で、ロケの詳細スケジュールが整理できていなかったことや、データ転送がうまくいかず原因究明に夢中になり、参加者の皆様に退屈な思いをさせてしまったことです。特にデータ転送の不具合は「サラウンド録音は簡単に出来る」と言いながら、結果「やっぱり難しいかも」と参加者が感じたのではと思い、悔いが残るセミナーとなりました。
今回セミナーの幹事を担当するにあたり、プロダクションの現場の皆さんに興味を持ってもらえるよう体験型のセミナーを試みました。反省もありましたが、体験することで懇親会では、リアリティある質問が交わされ、各社のコミュニケーションが活発に行われていたと思います。中映協会員の皆様の横の繋がりを太くすることが、この地方の放送業界の発展に繫がる一つだと思っております。今後も現場で働く皆様に興味を持ってもらえるようなセミナーを企画提案していきます。
セミナーに参加していただいた皆様、中映協関係者の皆様、ありがとうございました。
以上
